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　掛川市議会では、市民により開
かれ、より信頼される議会となる
ために出前講座を実施します。
　議会に対する理解や関心を深め
てもらうため議員が現地に出向い
て議会の役割や仕組み等を説明し、
意見交換もします。

講座内容

❶議会の役割及び仕組みに関すること
❷議員発議条例に関すること
❸その他議会に関すること

対 象

市内在住の方々

開催時間
質疑応答時間とアンケート記入時間を
含み１時間ほど

開催場所

会場の用意や準備は、市民のみなさんでお願いします
※会場は市内に限ります

申し込み方法

「掛川市議会出前講座申請書」に必要
事項記入の上、実施希望日の1ヶ月前
までに議会事務局へ提出してください

費 用

ただし、会場使用料がかかる場合は開
催するみなさんで対応をお願いします

無料

　本会議会期中は出前講座
は行いません。また、新型コ
ロナウイルス感染拡大の状
況により、お申し込みいただ
いても実施できない場合が
ありますので、ご了承くださ
い。詳しいお問い合わせは
議会事務局（☎ 21-1160）
にお願いします。
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　総務委員会では、長期化が予測される新型コロナウイルス感染症
への対応策を令和２年度最重要課題と位置付け、感染予防と両立し
ながら社会活動を回復させていくよう、年間テーマを「市民を守る！
新型コロナウイルス感染症対策」と設定しました。
　既に総務委員会協議会において、新型コロナ緊急支援対策室のあり
方、様々な支援事業に関する市民の皆様への周知伝達方法、避難所
運営における新型コロナウイルス感染症対策等を協議しています。い
かに命と暮らしと経済を守るのか、市民の皆様の声を反映しつつ、新
しい生活様式を取り入れたまちづくりへの変革を推進してまいります。

　環境産業委員会は、「ポストコロナを見据えた新たな生き方に合わ
せた移住定住策」を年間テーマとしました。
　新型コロナウイルス感染症の影響で、市内の産業は危機的状況に
陥っています。今後はこのコロナ禍において、人々の価値観が変容して
いくと考えられます。その中でも、テレワークや観光事業推進、サテ
ライトオフィス等をキーワードに、現況について多方面からヒアリング
等を行い、現在の課題に対応しながら、ウィズコロナ、ポストコロナ社
会の中で掛川市をどのように活性化していくか調査研究をいたします。

　超高齢社会において、地域住民が住み慣れた地域で安心して自分
らしく、最期まで暮らすためには、医療・保健・福祉・介護などの切
れ目のない支援の充実強化が求められています。
　本市は、国が推進する地域包括ケアシステムの考え方に基づき、
平成22年に開所した、掛川市地域健康医療支援センター「東部ふく
しあ」をはじめ、市内５ヶ所に「ふくしあ」が設置されました。団塊の
世代が後期高齢者となる2025年問題が迫り、今後その役割はさらに
大きくなることでしょう。
　文教厚生委員会では、人生100年時代構想を踏まえ、本市の「ふ
くしあ」を中心とした地域包括ケアシステムの現状と課題を調査研究
し、政策提言に結び付けたいと思います。

　各常任委員会は、年間テーマを設定し、議会報告会や政策提言に向けて
調査研究を行っています。

年間テーマ

年間テーマ

年間テーマ

市民を守る！新型コロナウイルス感染症対策

ポストコロナを見据えた新たな生き方に合わせた移住定住策

人生100年時代構想を踏まえた包括ケアシステムの現状と課題について

委員長 小沼秀朗

委員長 山本裕三

委員長 窪野愛子

環境産業委員会

文教厚生委員会

総務委員会

各常任委員会 年間テーマ

令和２年６月定例会かけがわ 市議会だより3



令和２年度
補正予算

令和２年度掛川市一般会計補正予算（第３号）について
上記のとおり

令和２年度掛川市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について
新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者に対して、傷病手当金を支給するため補正

条 例

掛川市税条例の一部改正について
新型コロナウイルス感染症に関する改正等

掛川市国民健康保険条例の一部改正について
新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者に対する傷病手当金支給に係る改正

掛川市後期高齢者医療に関する条例の一部改正について
新型コロナウイルス傷病手当金の支給申請書提出の受付に係る事務に関する改正

そ の 他

市道掛川高瀬線道路改良工事請負契約の締結について
一般競争入札により、請負契約を「松下・掛土特定建設工事共同企業体」と締結

専決処分の承認を求めることについて（令和２年度掛川市一般会計補正予算〈第２号〉）
新型コロナウイルス感染症拡大防止や特別定額給付金の早期給付のため補正

専決処分の承認を求めることについて（掛川市国民健康保険税条例の一部改正）
国民健康保険税の軽減対象となる世帯の拡充に係る改正

議 発
 「新型コロナウイルス感染症の早期終息と地方自治体の財政支援を求める意見書」
の提出について
国に対して意見書を提出し、国民への正確で詳細な情報提供、医療体制の拡充、地方自治体
への財政支援等について一層の推進を図るよう要望

■全会一致で可決・承認

2億675万7千円
633億9,314万3千円

補 正 額

補正後の予算額

子育て世帯への臨時
特別給付金給付事業
費 追加

1億7,863万円

急患診療所運営事業費
増　　　2,763万円

新型インフルエンザ等
予防事業費 増

50万円

　新型コロナウイルス感染症
の影響を受けている、子育て
世帯の生活を支援するため、
対象児童1人につき1万円の
臨時特別給付
金を支給する
ための給付費
や事務費。

　新型コロナウイルス感染症
の拡大に伴い、ＰＣＲ検査が
実施できる体制の整備をする
ため、ＰＣＲ検査場の運営委
託や検体検査の委託、医療資
機材等購入の経費。

　乳幼児健診時の感染防止
対策として空気清浄機等の購
入費。

5月臨時会 令和２年度一般会計補正予算（第３号）の概要
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ひとり親世帯臨時特
別給付金給付事業費 
追加 1億　258万円

ポストコロナ対応経済
活動助成金給付事業
費 追加

1億  694万円

農畜産業者等応援給
付金給付事業費 追加

1,897 万円

１億3,639万円
635億2,953万円

補 正 額

補正後の予算額

2億9,573万円
638億2,526万円

補 正 額

補正後の予算額

　今回の補正は、新型コロナウイルス感染症対策として、消費回復事業費補助金などの追加と、財源とし
て既決予算事業の見直しを行い、７億9,602 万円が確保されました。見直しされた主な事業は、議会
費、市長などの人件費、ならここの里の整備、かけがわ茶エンナーレの開催、和田岡古墳群の整備、はしご
車の購入などです。また、感染拡大防止の観点から、各種講演会や研修会等も中止や縮小されました。

　追加補正予算は、地域経済に対する経済回復事業費と、小中学校の児童・生徒の感染症対策事業費な
ども追加されました。また、ごみ焼却施設（環境資源ギャラリー）の故障に伴う静岡市でのごみ焼却処理
経費4,974万円も盛り込まれました。

児童扶養手当受給世帯等に
１世帯５万円、第２子以降１人
につき３万円、収入が減少し
た児童扶養手
当受給世帯等
に１世帯５万
円を支給。

全ての児童・生徒に１人１
台タブレット端末を整備する
費用。

休業要請協力事業所等に
消毒液を配布する事業と、キ
ャッシュレス決済で10％の
ポイントを付加
する事業に対す
る補助金。

休業による収入減少によ
り、住居を失う恐れのある
方々に対する住居確保給付
金。

新しい生活様式やポストコ
ロナ対応を行う事業者等への
支援。事業費
の３分の２以
内の額で上
限１０万円を
支給。

　感染症の影響により売上
高が30%以上減収した農畜
産業者等への給付。従業員
がいる場合は
20万円、従業
員がいない場
合は10万円
を支給。

学校教育情報化推進
事業費 増

6億3,173万円

地域経済応援事業費  
増　　　　450万円

生活困窮者自立支援
事業費 増   810万円

6月定例会 令和２年度一般会計補正予算（第4号）の概要

6月定例会 令和２年度一般会計追加補正予算（第5号）の概要
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　市議会６月定例会最終日（７月２日）に委員長報告をした内容について概要を報告します。
　２月28日から6月26日まで11回の特別委員会を開催し、当局や参考人延べ25人から事
実確認や意見聴取を行いました。4件の事案について以下のとおり、その内容、発生要因と
問題点、今後の対策提言という形で掲載いたしました。

    令和元年12 月期の期末・勤勉手当の議決前予算執行
内
容

市議会11月定例会に議案として提出された「市長、特別職、職員の給与に関する条例
などの一部改正」について議決前に改正後の額で予算執行し支給をしていたこと。

発
生
要
因

と
問
題
点

❶期末勤勉手当の支給割合等が議決事項である
ことを給与担当者が理解していなかったこと。

❷給与改定事務の流れを上司が適切に指導して
いなかったこと。　　　　　　　　　 など

今
後
の

対
策
提
言

❶根拠法令をしっかり理解すること。また、上
司は理解させるよう指導監督を行うこと。

❷市議会の議決を要する事案の重要性をしっ
かり理解させること。　　　　　　　など

ま
と
め

　この事案は、法令や財政を担当する総務部の所管であり、極めて遺憾である。市議会開会中の議決前
執行であり、単純なミスでは済まされない。職員教育と法令遵守を徹底し、二度とこのような問題を起
こさないよう要請する。

    個人情報の持ち出し
内
容 西中学校の職員が個人情報の掲載された行政文書を、正当な理由なく持ち出したこと。

発
生
要
因

と
問
題
点

❶通常、施錠可能な場所に保管すべき個人情報
を非常勤職員が持ち帰ってしまったこと。

❷非常勤職員による個人情報の管理を管理職
が許可していたこと。　　　　　　 など

今
後
の

対
策
提
言

❶会計年度任用職員を含む全職員に対して
「掛川市教育委員会学校教育情報セキュリ
ティ対策基準」の遵守を徹底させること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　  など

ま
と
め

　学校は、教員と事務職員、県・市職員、正規職員、会計年度任用職員など様々な職種や身分の職員が勤
務する複雑な職場環境にあり、同様の事案の発生が危惧される。校長、教頭等の管理職には、各学校の現
状に応じた適切な人事管理と予防方法を定めるなどの見直しを要請する。

家代の里地内緑地を視察する特別委員会委員
（P7-④ 家代の里地内における緑地の売却）

改修工事が中断となっているファームポンド貯水タンク
（P7-③ 和田岡原地内における登記の誤処理）

不適切行政事務調査特別委員会
委員長報告
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 家代の里地内における緑地の売却
内
容

平成14年に家代土地区画整理組合より掛川市に引き継がれた緑地を、本来は行政財
産として管理すべきものを普通財産として平成30年に不動産業者に売却したこと。

発
生
要
因
と
問
題
点

❶土地区画整理事業で市有地となった緑地を
行政財産とせず、普通財産として管理するこ
とが慣行となっていたこと。

❷前副市長と管財課が中心となり、売却の2年
前から売却を前提に検討されており、市長
を含めた全庁協議の体制が構築されていな
かったこと。

❸発覚後、相手方への迅速な対応がなされて
いなかったこと。　　　　　　　      など

今
後
の
対
策
提
言

❶早急に市長自らが相手先への直接謝罪と市
民のための解決に向けた対策に総力を挙げ
て取り組むこと。

❷市長および副市長が、庁内マネジメントのあ
り方を積極的に改革していくこと。

❸問題発生時における全庁的な情報共有と適
正な対処方針について検討すること。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　 など

ま
と
め

　この事案は、宅地開発が前提の緑地売却という極めて重要なことが、政策形成の段階で一度も市長に
報告されていないこと、県からの指摘があった以降も、約一年間にわたり報告されていなかったこと、な
ど不可解なことも残った。市長は市民の代表として、この件の早期解決に向け、相手方に対し礼を尽くし
て謝罪するとともに、今後の対応について協力を願い、市民にとって最良の解決策を見出すよう努力す
ることを要請する。

 和田岡原地内における登記の誤処理
内
容

和田岡原地内において、ファームポンド用地が誤って登記処理され、地権者の同意
が得られず、改修工事が中断していること。

発
生
要
因

と
問
題
点

❶用地を誤って登記し、分筆登記の際にも誤り
に気づかなかったこと。

❷登記誤り発覚後、地権者に迅速かつ丁寧な
説明が不足していたこと。　　　　  など

今
後
の

対
策
提
言

❶市長自らが相手先への直接謝罪と解決に
向けた協力要請を行うこと。

❷防除組合関係者や県と協力し、問題解決に
あたること。　　　　　　　　　　 など

ま
と
め

　この事案は、40年以上前の登記手続きの誤りが発端であるが、発覚後、地権者に対する対応が遅れ
たことで、地権者の心証を害し、交渉を更に困難にしたと思われる。
　市長自ら謝罪するとともに、地元の関係者や県と十分な連携を図り、毅然と対応し早期に解決するよ
う要請する。

委 員 長 草 賀 章 𠮷 副 委 員 長 小 沼 秀 朗

委 員
窪 野 愛 子 山 本 裕 三 鈴 木 久 裕
榛 村 航 一 藤 澤 恭 子

　以上のように特別委員会の協議結果に基づき、調査報告と市長に対し提言をいた
しました。
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子
ど
も
た
ち
の
「
学
び
の
保
障
」

を
ど
の
よ
う
に
守
っ
て
い
く
の
か

コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
る

小
学
校
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活

動
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
市
内
大
会
、
中
学

校
の
中
体
連
に
替
わ
る
大
会
の
開
催
検

討
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
休
校
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
の

学
び
に
差
が
出
な
い
よ
う
、
学
習
支
援

の
検
討
が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
を
伺

う
。子

ど
も
た
ち
の
活
動
と
学
び
の

支
援
に
努
め
る

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
の
活
動

は
、
関
係
団
体
と
連
携
し
て
支

援
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
中
体
連

の
代
替
の
試
合
な
ど
の
安
全
な
運
営

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
学
び
に
差
が
出
な

い
よ
う
、
課
題
の
提
示
と
把
握
、
動

画
配
信
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

夏
季
休
業
の
短
縮
に
よ
り
、
授
業
日
数

を
確
保
し
ま
し
た
。
学
校
再
開
後
は
、

個
に
応
じ
た
支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。

小
中
学
校
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

導
入
お
よ
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
第
２
波
に
備
え
て

小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
1
人
に

1
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
の
方
針

が
出
さ
れ
た
。
何
よ
り
も
大
事
な
こ
と

は
、
子
ど
も
た
ち
が
使
い
や
す
く
先
生

方
に
も
負
担
が
少
な
い
機
種
の
選
定
を

す
る
こ
と
で
あ
る
。
導
入
後
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
再
拡
大
に
よ

り
、
再
び
臨
時
休

校
と
な
っ
た
場
合

に
は
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
等
を
行
う
の

か
伺
う
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
等
の
課
題
解
決

に
取
り
組
む

休
校
中
は
、
動
画
配
信
、
学
習

支
援
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト

環
境
が
整
っ
て
い
な
い
家
庭
が
あ
る

な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
全

て
の
子
ど
も
た
ち
が
平
等
に
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
課

題
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、市
の

計
画
の
見
直
し
を

市
の
総
合
計
画
、
現
在
策
定
中
の

公
共
施
設
再
配
置
計
画
・
学
校
再

編
計
画
、
工
業
団
地
の
造
成
、
中
小
企

業
振
興
計
画
、
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
な
ど
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据

え
て
、
立
ち
止
ま
り
、
計
画
の
見
直
し

を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
の
将
来
を
見
据
え
た
総
合
計
画

等
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
く

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
伴
う
社
会
情
勢
の
変
化
や
、

市
民
生
活
、
産
業
等
へ
の
影
響
を
分

析
し
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
新
し
い
時

代
を
視
野
に
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

調
査
に
基
づ
く
新
た
な
支
援
施

策
は
、
財
源
に
基
金
の
充
当
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
し
っ
か
り
調
査
の
上
、
ふ

る
さ
と
応
援
基
金
の
市
長
裁
量
分
な
ど

も
充
当
し
て
、
新
た
な
支
援
策
の
創
設

を
。
国
の
支
援
制
度
は
周
知
を
し
っ
か

り
行
い
、
確
実
に
市
民
の
元
に
支
援
を
。

国
の
補
助
金
な
ど
の
財
源
を
活

用
、
国
の
制
度
は
市
民
に
わ
か

り
や
す
く
周
知
し
て
い
く

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
の

補
助
金
や
地
方
創
生
交
付
金
な
ど
の

財
源
を
活
用
す
る
考
え
で
す
。
さ
ら

に
財
源
確
保
の
必
要
性
が
あ
れ
ば
、

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
の
活
用
も
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　

国
の
支
援
制
度
に
つ
い
て
は
、
市

民
に
で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
く
周

知
し
て
、
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。

創
世
会

山
本
裕
三

Q

Q

Q

Q

A

A

A

客足が戻らない駅前

日
本
共
産
党

勝
川
志
保
子

A
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コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る
掛
川
茶

の
販
売
促
進
策
を
伺
う

国
産
農
林
水
産
物
等
販
売
促
進
緊

急
対
策
事
業
の
茶
販
売
促
進
緊
急

対
策
事
業
等
支
援
策
を
活
用
し
、
全
国

へ
の
消
費
拡
大
に
つ
な
が
る
掛
川
茶
販

売
促
進
策
を
図
れ
な
い
か
伺
う
。

販
売
促
進
策
を
計
画
し
て
い
る

掛
川
茶
振
興
協
会
で
は
、
上
限

５
０
０
０
万
円
の
補
助
金
を

活
用
し
、
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し

て
い
る
「
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社
」

の
協
力
を
得
て
、
全
国
約
３
０
０
０

店
舗
で
掛
川
茶
の
試
供
品
を
配
布
し
、

健
康
効
能
な
ど
を
発
信
す
る
計
画
を

進
め
て
い
ま
す
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

児
童
、
生
徒
の
心
を
満
た
す
よ
う

小
中
学
校
の
年
間
行
事
を
中
止
す

る
こ
と
な
く
開
催
方
法
を
工
夫
し
て
実

施
で
き
な
い
か
。
ま
た
少
人
数
学
級
へ

の
見
直
し
が
必
要
で
な
い
か
伺
う
。

可
能
な
限
り
学
校
行
事
は
実
施
、

少
人
数
学
級
の
実
現
は
難
し
い

子
ど
も
や
保
護
者
の
学
校
行
事

に
対
す
る
期
待
は
大
き
く
、
可

能
な
限
り
実
施
さ
れ
る
べ
き
と
考
え

ま
す
。
総
合
的
に
判
断
し
、
中
止
の

場
合
に
は
、
そ
の
他
の
行
事
や
各
授

業
に
お
い
て
子
ど
も
の
心
を
満
た
す

よ
う
な
活
動
を
行
え
る
よ
う
、
各
校

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

感
染
防
止
の
た
め
に
、
１
学
級
の

人
数
を
減
ら
す
こ
と
は
有
効
だ
と
考

え
ま
す
が
、
教
員
と
教
室
の
確
保
が

困
難
で
あ
り
、
実
現
が
難
し
い
の
が

現
状
で
す
。

公
共
施
設
再
配
置
計
画
は
見
直

す
べ
き
で
は

老
朽
化
す
る
多
く
の
市
内
公
共
施

設
の
再
配
置
計
画
は
、
１０
年
２０
年

先
を
見
据
え
た
維
持
管
理
費
と
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
の
市
民
生
活
を
考
慮
し
、
施
設

評
価
の
情
報
公
開
の
も
と
計
画
案
を
再

検
討
し
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し
が

必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
な
ど
を
考
慮
し
て
検
討

し
て
い
く

策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
昨
年

９
月
に
公
共
施
設
再
配
置
方
針

お
よ
び
再
配
置
計
画
案
を
公
表
し
、
議

会
、
行
財
政
改
革
審
議
会
で
議
論
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
区
説
明
会
や
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
様
々
な
機
会

に
適
切
に
議
論
を
進
め
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
な
ど
を
考
慮
し
、
必
要
が
あ
れ

ば
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し
を
含
め

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
公
平
な
学
習
環

境
整
備
を
進
め
る
べ
き
で
は

今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
備
え
た
学
校
と
家
庭
の

双
方
向
授
業
の
た
め
に
、
家
庭
の
通
信

環
境
の
補
完
と
し
て
市
内
公
共
施
設
の

W
i-F
i

整
備
を
進
め
る
べ
き
。
ま
た
、

個
人
用
の
ル
ー
タ
ー
貸

出
し
や
L
T
E
付
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
導
入
も
検

討
す
べ
き
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

W
i-Fi

拠
点
の
拡
充
に
努
め
る

現
在
ま
で
、
公
共
施
設
な
ど
の

W
i-F
i

環
境
を
整
備
し
て
き

ま
し
た
。
今
後
も
「
掛
川
市
公
衆
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
推
進
協
議
会
」
と
と
も
に
、

W
i-F
i

拠
点
の
拡
充
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
ご
提
案
に
つ
い
て
も
ど
の
よ

う
な
形
でW

i-F
i

環
境
を
整
備
し
て

い
く
の
が
最
も
利
用
が
促
進
さ
れ
る

か
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
コ
ロ
ナ
禍
を
考
慮
し
松
ヶ
岡
施
設
整
備
を

凍
結
す
べ
き

体育祭をはじめとした各校の年間行事

共
に
創
る
掛
川

富
田
ま
ゆ
み

創
世
会

小
沼
秀
朗

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A
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総務委員会　委員長 小沼秀朗

文教厚生委員会　委員長 窪野愛子

❶ 生活困窮者自立支援事業費について
生活困窮者自立支援事業の住居確保給付金が支給される期
間について伺う。
住居確保給付金の申請を受けた際には、３ヶ月の家賃補助をし
ます。その後、生活が改善されない場合は、最大９ヶ月まで給
付できます。

❷ 学校教育情報化推進事業費について
児童生徒に今年度中に、１台ずつタブレット端末を配布する
計画だが、低学年から必要と考えているか。
国の施策に沿って、掛川の子どもたちの教育環境を整えていき
ます。国からタブレット端末１台に付き４万５千円の補助金があ
ります。

❶ 防災リーダー養成講座費用削減について
防災対策費に防災講座等の費用削減があるが、今
こそ新型コロナウイルス感染症対策を盛り込む従
来とは違う防災リーダーの養成講座が必要ではな
いか。
10 年間で 1,000 人の受講を目標とし、現在、8
年目で 800人以上が受講済みです。先般のコロナ
対応避難所運営訓練を講座に取り入れたいと考え
ています。

❷ はしご付消防車の整備延伸について
消防施設整備費はしご付消防車の整備が、コロナ
禍による当初予算の見直しにより、延伸となったが、
消防職員の士気が下がることはないか。
整備に向けての教育や訓練をしていたが、来年度
に向けて準備を継続し、モチベーションを保つよ
う努めていきます。

環境産業委員会　委員長 山本裕三

❶ 地域おこし協力隊事業費について
地域おこし協力隊事業費について、地元では、関心が高く、
機運が盛り上がっていたと思うが、減額の理由を伺う。
地域おこし協力隊については、新型コロナウイルス感染症対
策を優先し、事業の見直しに至りました。本年度は、協議会
が取り組む基盤づくりや情報発信などの活動を、一緒に伴走
型で支援していきたいと考えています。

❷ 市営住宅ストック総合活用計画策定委託料について
市営住宅ストック総合活用計画策定委託料の減額について、
外部委託をやめて、職員自らが策定していくことになるのか。
国土交通省より、計画策定の指針や方針が出されているので、
収集した既存の資料と併せて、職員が勉強しながら策定して
いきます。

４０
歳
か
ら
の
乳
が
ん
検
診
年
齢

の
引
き
下
げ
を

日
本
人
女
性
に
お
け
る
乳
が
ん
の

発
病
状
況
は
、
４０
歳
代
に
な
る
と

急
激
に
増
え
、
女
性
に
発
病
す
る
が
ん

の
第
一
位
で
あ
る
。
特
に
年
齢
が
若
く

て
も
発
病
を
す
る
。
初
期
の
段
階
で
発

見
を
し
て
治
療
す
れ
ば
、
完
全
に
治
す

こ
と
が
で
き
る
。
他
市
で
は
有
料
で
２０

歳
代
か
ら
エ
コ
ー
に
て
検
診
を
す
る
市

も
あ
る
が
、
掛
川
市
は
問
診
と
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
検
査
で
あ
る
。
検
診
年
齢
を

引
き
下
げ
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

若
年
の
方
へ
、
よ
り
確
か
で
体

に
負
担
が
少
な
い
検
診
方
法
を

検
討
し
て
い
く

掛
川
市
の
乳
が
ん
検
診
は
、
放

射
線
を
使
っ
た
発
見
率
の
最
も

高
い
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
で
４０
歳

以
上
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
２０

歳
代
か
ら
３０
歳
代
の
方
は
、
放
射
線

の
被
爆
の
心
配
や
、
乳
腺
濃
度
が
高

く
発
見
率
も
低
い
た
め
、
実
施
し
て

お
り
ま
せ
ん
。
超
音
波
検
査
は
、
正

し
い
結
果
が
出
に
く
く
、
何
度
も
検

査
が
必
要
な
こ
と
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
掛
川
市
で
は
、
子
宮
頸
が
ん
検

診
対
象
者
全
員
に
乳
が
ん
の
自
己
検

診
法
の
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
よ
り
確
か
で
体
に
負
担
が
少
な

い
検
診
方
法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
か
ら
生
活
困
窮
者
の

命
と
暮
ら
し
を
守
る
制
度
の
活
用
に
つ
い

て

令和２年度補正予算関係議案などを
審査するため、３つの常任委員会に付託
され、以下の質問がありました。

常任委員会
委員長報告

補正予算
関係抜粋

至
誠
の
会

鷲
山
喜
久

QA
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予
算

○令和２年度掛川市一般会計補正予算（第５
号）について

条

例

○市長等の給料の特例に関する条例の制定に
ついて

○掛川市税条例等の一部改正について

○掛川市都市計画税条例の一部改正について

○掛川市介護保険条例の一部改正について

○掛川市林業振興基金条例の一部改正について

○掛川市消防団員等公務災害補償条例の一部
改正について

報

告

○令和元年度掛川市一般会計繰越明許費の
報告について

○令和元年度掛川市一般会計事故繰越しの
報告について

○令和元年度掛川市公共下水道事業特別会計
繰越明許費の報告について

○令和元年度掛川市水道事業会計建設改良費
繰越しの報告について

人
事

○掛川市農業委員会委員の任命について １４件

○人権擁護委員の推薦につき意見を求めることに
ついて ２件

議

発

○掛川市議会議員の期末手当の特例に関する
条例の制定について
6月期末手当の2割カット

○「新型コロナウイルス感染者受入病院への財
政支援を求める意見書」の提出について
国と県に意見書を提出し、感染者受入病院に対し
減収補填するなど、特段の財政支援を強く要望

そ
の
他

○掛川市立小・中学校校内通信ネットワーク整備
工事請負契約の締結について

○掛川市道路線の廃止について

○掛川市道路線の認定について

○掛川市道路線の変更について

○土地の取得について（下垂木地区まちづくり
事業）

○土地の取得について（海岸防災林強化事業）

■賛否の分かれた議案（賛成多数可決 )　　  ○賛成　×反対
創 世 会 AMK＊ 共掛＊ 至＊ 志

＊
共
＊

大
石

勇
＊

寺
田
幸
弘

藤
原
正
光

榛
村
航
一

嶺
岡
慎
悟

山
本
裕
三

松
本

均

小
沼
秀
朗

二
村
禮
一

鈴
木
正
治

藤
澤
恭
子

松
浦
昌
巳

窪
野
愛
子

山
本
行
男

鈴
木
久
裕

富
田
ま
ゆ
み

鷲
山
喜
久

草
賀
章
𠮷

勝
川
志
保
子

○令和２年度掛川市一般会計補正予算（第４号）について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ×

○令和２年度掛川市国民健康保険特別会計補正予算
（第２号）について ※1

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ×

○令和２年度掛川市介護保険特別会計補正予算（第１
号）について

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ×

○令和２年度掛川市水道事業会計補正予算（第１号）に
ついて ※2

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ×

○令和２年度掛川市公共下水道事業会計補正予算（第１
号）について ※3

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ×

議員名

議案名

■賛否の分かれた議案等（賛成少数否決 )

○※1～3について常任委員会に付託する件（動議） × × × × × × × × × × × × × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

○令和２年度掛川市一般会計補正予算（第４号）に対す
る修正案

× × × × × × × × × × × × × ◯ ◯ × × ◯

○令和２年度掛川市介護保険特別会計補正予算（第１
号）に対する修正案

× × × × × × × × × × × × × ◯ ◯ × × ◯

＊議長（大石 勇）は、採決には参加しません
＊ＡＭＫ▶アクティブマネジメント・公明クラブ　共掛▶共に創る掛川
＊至▶至誠の会　志▶志誠会　共▶日本共産党

■全会一致で可決・同意・受理

令和２年６月定例会かけがわ 市議会だより11




